


掛川市の概要 位置 

面積 約２６６ｋ㎡  

人口 約１１９千人 

 東西１６ｋｍ 

 南北３０ｋｍ  

海岸線 １０．２ｋｍ 

平均気温 １７℃ 

旧掛川市・旧大東町 

旧大須賀町（１市２町） 

平成１７年４月に合併 



農業 

   農業産出額  203億円(H18、県内3位) 

工業 

   製造品出荷額 1兆5,257億円 (H19、県内5位) 

商業 

   年間商品販売額  2,232億円(H19) 

観光 

   掛川城、つま恋、菖蒲園、花鳥園 

歴史 

   東海道五十三次の日坂宿と掛川宿 

   掛川城、高天神城、横須賀城 
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WAKUWAKU西郷 
ソーラー大作戦 

地域の活動で西郷小学校に 

太陽光発電施設を設置 

平成23年10月31日 

ＮＰＯ法人ＷＡＫＵＷＡＫＵ西郷 

地球と共に生きる地域を目指して 
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古紙回収の売払金を活用した太陽光発電施設の設置 

 目 的 

① 資源物の古紙回収を行い、収益金で公共施設に太陽光発電
施設を設置し環境教材として活用する。 

② 地域の地球温暖化対策を、住民自らが推進する。 

効 果 

 学校での環境学習に役立つ。 

 温室効果ガスの削減を進める。 

 古紙回収で、循環型社会の構築を推進する。 

 地域コミュニティーの活性化に協力する。 

 災害時に、地域の避難所への電力供給をする。 

 掛川市の「ごみ減量大作戦」に協力する。 
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ＷＡＫＵＷＡＫＵ西郷の活動 

組 織 

 会員数：正会員14人＋サポート会員30人 

 ＮＰＯ設立：平成19年7月2日 

 活動地域：西郷地区（西郷小学校区） 

環境活動イメージ 

太陽光発電 

環 境 学 習  防  災 

リサイクル活動 

 地  域  企  業 

 行  政 

ＷＡＫＵＷＡＫＵ西郷 

 学  校 
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太陽光発電設備 

環境学習表示盤 

3月15日 竣工 

・ １０ｋｗ太陽光発電施設と学習施設 

・ 年間約１１,０００kwhの発電 

・ 学校での電力使用量を減らす。 

・ ６．１ CO2-t／年の温室効果ガスの削減。 

古紙回収で太陽光発電施設の設置① 
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古紙回収で太陽光発電施設の設置② 

古紙回収風景 

常時古紙回収倉庫 

集団回収：年６回実施 

常時回収：常設倉庫３カ所 

月例回収：市の資源回収をやめ、月１回収 

事業所回収：協力企業への回収  

平成２２年４月～平成２３年３月の古紙回収量    
約１５０トン  
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環境学習の実施 ① 

夏休み環境学習会（寺子屋） 

  古紙のリサイクル工場の見学 

  西郷小学校 ５．６年生 の参加 
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環境学習の実施 ② 

西郷小学校への雨水タンクの設置 

  温暖化防止と省資源を推進 

  花壇の散水等に活用 

  各主体の連携により設置   

    事業者：タンクの提供 

    学校：設置場所の提供と教材としての使用 

    WAKUWAKU西郷：企画と設置作業 
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新聞記事 

静岡新聞 平成１９年８月１９日 中日新聞 平成１９年１０月２７日 
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環境学習の実施 ③ 

緑のエコカーテンの育成 

  温暖化防止と省資源を推進 

  緑のカーテンで夏を涼しく 

  地域住民がエコ大使として児童と共同作業   

 あさがお環境大使 



「緑のエコカーテン」 
アサガオとゴーヤで緑のカーテン
を作りました。 

トンネルは大好評でした！ 

☆サーモグラフィーの写真 

・トンネルの中と外では１０度
以上の差がありました！ 
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環境学習の実施 ④ 

発電量で世界一週の到達日を予想 

  より太陽光発電を身近に感じてもらう。 

  学校と地域も巻き込んで、続ける。 

  楽しみながら、興味を持ち続ける。   
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新聞記事 

静岡新聞 平成22年12月23日 
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静岡県ＳＴＯＰ温暖化 

                   アクションキャンペーン2007 

地域活動部門で「グランプリ」を受賞 

第９回しずおか新エネルギー大賞 

導入事例部門で「審査員特別賞」を受賞 
平成20年11月16日 

平成20年2月23日 
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ＳＴＯＰ温暖化大作戦 全国大会 

 平成21年２月14日、静岡県代表として
「審査委員特別賞」を受賞 

 インターネット投票で、47都道府県中で、第８位
と多くの人が支持。 
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ＮＰＯとしての今後の活動 

① 地区内の公共施設へ太陽光発電を設置する。 

② 地域で雨水タンクを普及する。 

③ 小学校における環境学習の実施する。 

④ 地域住民を対象に、環境講演会の開催する。 

⑤ 地区広報や会報による啓発活動を実施する。 

⑥ 新たな活動団体の育成を進める。 

 西郷小学校に設置してた太陽光発電施設
を核に、子供たちや地域住民と共に、地球
温暖化防止の推進と循環型社会を創りな
がら、地域の経済を活性化させていきます。 
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市内全小中学校への太陽光発電施設設置 

スクールニューディール構想による学校エコ改修事業 

   １０ｋＷ ２９校  

    全体事業費 340,803千円 

         年間発電量 377,000kWh 

    二酸化炭素削減量 141.4CO２   
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地域の環境・エネルギー教育の情報発信拠点 

環境共育楽習プラン 

   全小中学校へNPO団体による出前講座を実施   

・災害非常時での電力確保 

・地域防災訓練における活用   

NPO法人 エコロジーアクション桜が丘の会 

NPO法人 WAKUWAKU西郷 
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掛川市小中学校 
「エコネット チャレンジ カップ」（案） 

 

•目的 

スクールニューディール政策によって各校に設置された太陽光発電システムを
有効に活用し、各校での環境への取り組みを集約することで環境意識を向上さ
せる。 

 民間の環境団体の集まった「掛川市エコ・ネットワーキング」と「教育委員会」 
（行政）が共通の目的をもち活動することは、地球温暖化対策をはじめとする環
境教育の推進につながる。 

•内容 

   各小中学校は下記に表した項目を実施し年間の得点の高い学校を 
   「環境を考える市民の集い」で表彰する。 

・審査項目   

  ・「節電の部」 
    ２４年度の１ヶ月の平均電気使用量と過去３年間の１ヶ月の平均とを比較 

  ・「緑のカーテンの部」 ・「環境作文の部」 ・「環境ポスターの部」   

  ・「レポートの部」 ・「リサイクルの部」 ・「環境講座の部」  
  ・「環境学習の部」ほか 

小中学校の太陽光発電施設啓発活動 



 太陽光発電施設の全戸設置     （松井市長のマニフェスト） 

 太陽光発電施設、5 年後を目処に２０%の設置率を目指す 
                     （2011年6月22日 掛川市議会市長答弁） 

■ 2010 年度末の設置率は ３.４３% 
■ 設置率 ２０% ＝ 設置戸数 約５，８００戸 
■ 施策 ・啓発（エネルギーフォーラム、市民集会等） 
     ・金融機関に、施設設置の低利融資を 
     ・市補助金の増額（２万円→４万円） 

     ・国・県補助金のＰＲ 
     ・かけがわ太陽と風、市民・企業の力プロジェクトや 
     東京工業大学との連携による普及促進 
     ・ＳＴＯＰ温暖化パートナーシップ協定締結事業者や 
     太陽光発電設置事業者をソーラーアドバイザーとし 
     て登録し、市民向けの相談会を実施（市役所、イベ 
     ントなど） 
     ・「太陽光普及促進協議会」の発足 22 

掛川市の取り組み 
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～太陽光発電自己診断支援システム～ 

しっかり発電、なが～く発電 

市役所への設置 

•日射計、気温計 

“自己診断システム” 
•地域レベルの正確な発電量推定 

•リアルタイムでの情報更新 

•意見・要望の収集 

•解決策の提示 

掛川市役所 

発電推定量の算出 

東京工業大学 ＰＶ設置家庭 

ウェブサイトで 

情報提供 

東京工業大学との協働施策 


